
島原半島ジオパーク協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

　
毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
そ
の

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　
今
回
は
島
原
市
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
「
武
家
屋
敷
」
で
す
。

 　
武
家
屋
敷
は
、
松
倉
重
政
公
が
元
和
4
（
１

６
１
８
）
年
に
島
原
城
の
築
城
を
始
め
た
際
に
、

下
級
武
士
が
暮
ら
す
住
宅
地
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
島
原
城
が
完
成
し
た
寛
永
2
（
１
６
２

５
）
年
ご
ろ
に
は
、
島
原
城
の
西
側
に
下
ノ
丁
、

中
ノ
丁
、
古
丁
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

藩
主
が
松
平
公
に
変
わ
っ
た
後
は
、
下
新
丁
、

上
新
丁
、
新
建
、
江
戸
丁
、
新
屋
敷
が
段
階
的

に
整
備
さ
れ
、「
島
原

大
変
」
が
起
こ
る
寛
政

4
（
１
７
９
２
）
年

ま
で
に
、
ほ
ぼ
現
在

の
街
並
み
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
地
に
暮
ら
し

て
い
た
武
士
が
鉄
砲

隊
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

建
設
当
初
は
家
の
間

に
垣
根
が
な
く
、
隣
の
家
の
中
が
、
ま
る
で
鉄

砲
の
筒
を
の
ぞ
く
よ
う
に
丸
見
え
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
屋
敷
群
は
「
鉄
砲
町
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
永
3
（
１
７
７
４
）
年

に
宇
都
宮
か
ら
転
封
し
て
き
た
松
平
忠た

だ
ひ
ろ恕
公
が
、

「
速
や
か
に
塀
と
垣
根
を
作
り
、
宅
地
の
境
界
を

定
め
よ
」
と
お
触
れ
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
翌
年
に
家
同
士
の
間
に
低
い
石
垣
と
垣
根
が

造
ら
れ
ま
し
た
。

　
武
家
屋
敷
に
は
、
幕
末
に
当
た
る
慶
応
元
（
１

８
６
５
）
年
に
は
６
９
０
戸
も
の
家
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
る

た
め
に
造
ら
れ
た
の
が
、
道
の
中
央
を
流
れ
る

水
路
で
す
。
水
路
は
町
並
み
に
あ
わ
せ
て
5
筋

造
ら
れ
、
そ
こ
に
は
武
家
屋
敷
内
に
あ
る
古
丁

清
水
と
、
杉
谷
に
あ
る
杉
山
権
現
熊
野
神
社
の

境
内
に
湧
き
出
す
湧
水
が
引
か
れ
ま
し
た
。
水

路
を
流
れ
る
水
は
、
人
々
の
大
切
な
生
活
用
水

で
あ
っ
た
た
め
、
水
奉
行
が
置
か
れ
、
厳
し
く

管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
藩
政
時
代
が
終
わ
り
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、

垣
根
は
徐
々
に
石
垣
に
代
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
の
武
家
屋
敷
で
は
、「
野の

づ
ら面
積
み
」「
乱
積

み
」、「
布
積
み
」、「
異
形
亀き

っ
こ
う甲
積
み
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
み
方
の
石
垣
が
列
を
成
し
、
独

特
の
景
観
を
創
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
石
垣
を
作
る
溶
岩
は
、
雲
仙
火
山

か
ら
噴
出
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
水
路

を
流
れ
る
豊
富
な
湧

水
も
、
雲
仙
の
山
々

に
降
っ
た
雨
が
、
長

い
年
月
を
か
け
て
地

中
を
移
動
し
、
地
表

に
湧
き
出
た
も
の
で

す
。
島
原
城
下
４
０

０
年
間
の
歴
史
が
育

ん
で
き
た
独
自
の
景
観
は
、
ま
さ
に
雲
仙
火
山

の
噴
火
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
恵
み
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
も
の
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
次
回
は
「
平
成
噴
火
の
開
始
」
を
紹
介
し
ま
す
。

～湧水と石垣がつくる独特の街並み～
武家屋敷

武
家
屋
敷

武家屋敷に見られる
代表的な石垣

下の丁に残る武家屋敷の景観
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島原半島ジオパーク検定 参加者募集
　今年も、島原半島ジオパーク検定（初級編、中級編※中級編は初級編合格者に
限る）を開催します。ぜひ、チャレンジしてください。
　▶と　き　11 月 21 日（土）　10 時開場　10 時 30 分～ 11 時 30 分
　▶ところ　有明総合文化会館（多目的ホール）
　▶試験問題　「島原半島ジオパークのことがわかる本」2012 年度改訂版から
　　　　　　　70％以上出題します（初級編は全問 3 択問題、中級編は問題の
　　　　　　　70％が 3 択問題、30％が筆記問題）
　▶検定料　高校生以上 1080 円、中学生以下 540 円
　▶申込方法　事務局に備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上、申し込んで
　　　　　　　ください
　▶申込期間　10 月 19 日（月）～ 11 月 9 日（月）（必着）
　▶申し込み・問い合わせ先　ジオパーク検定事務局（島原半島ジオパーク協議
　　　　　　　　　　　　　　会事務局内☎ 65-5540）

「島原半島ジオパークの
ことがわかる本」は、
ジオパーク検定事務局
で 500 円で販売してい
ます

↑


